
 

 

 
 

酸化鉄 (FeOx) は，Fe2+/Fe3+のレドックスサイクル挙動を示すことから様々な反応の触媒に応用

される金属酸化物である。FeOxが利用される触媒反応の一つに，chemical looping reverse water gas 

shift reaction (CL-RWGS反応) がある。この反応では触媒自身のレドックスが速やかに行われるこ

とが重要となるため，FeOxと同様にレドックスサイクル挙動を示し，優れた酸素貯蔵能および酸

素拡散能を持つ酸化セリウム (CeO2) の複合による高活性化が期待される。この触媒設計におい

て，酸素拡散を効率化するためには，Fe と Ce の複合状態がナノレベルで均一であることが求め

られる。また，触媒の活性点数を増やすために，高比表面積化が望まれる。そこで本研究では，

Feと Ceがナノレベルで均一に複合し，かつ高比表面積を有する FeOx–CeO2球状多孔体の一段階

ソルボサーマル合成法の確立を目的とした。 

反応条件の精査により，金属塩の鉄(Ⅲ)アセチルアセトナトと硝酸セリウム(Ⅲ)六水和物，添加

剤のトリエチレングリコールを含むアセトニトリル溶液をソルボサーマル処理することによる

FeOx–CeO2 球状多孔体の一段階合成法を確立し

た。電子顕微鏡観察より，得られた粒子は Feと

Ce がナノレベルで均一に複合していることを

明らかにした (図 1)。また，FeOx–CeO2多孔体

は極めて高い比表面積 (190 m2/g) を有してい

た。 
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図1. FeOx–CeO2球状多孔体の STEM-EDX画像. 


